
自衛隊の職場を体験自衛隊の職場を体験

一発に魂を込めて！一発に魂を込めて！

柴田学園高等学校柴田学園高等学校
・関連記事３面・関連記事３面

令和３年度師団レンジャー養成訓練令和３年度師団レンジャー養成訓練
レンジャー特集！レンジャー特集！
・関連記事４面・関連記事４面

新教実射訓練・重迫中隊実射検閲新教実射訓練・重迫中隊実射検閲
・・関連記事　２面関連記事　２面

新隊員35名、それぞれの中隊へ配置新隊員35名、それぞれの中隊へ配置
新隊員特技課程・一般陸曹候補生課程新隊員特技課程・一般陸曹候補生課程

後期教育修了式後期教育修了式　　・関連記事５面・関連記事５面

希望の光希望の光、、弘前の空弘前の空へへ みんなの花火IN弘前みんなの花火IN弘前
『希望の光プロジェクト』『希望の光プロジェクト』
・関連記事６面・関連記事６面

― 業務予定 ―

●第１中隊・第４中隊・
　施設作業小隊　訓練検閲
　（10月25～30日）
●定期演習場整備
　（11月２～10日）
●連隊武装走競技会
　（11月29日）

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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砲に弾薬を装填する重迫中隊の隊員 陣地変換の様子 重迫中隊実射検閲射撃の様子

個人携帯対戦車弾射撃の様子（新教） 81㎜迫撃砲射撃の様子（新教） 120㎜重迫撃砲射撃の様子（新教）

晴天に恵まれ、日頃の練成の成果を遺憾なく発揮する隊員（新教）

一発に魂を込めて！一発に魂を込めて！
新教実射訓練・重迫中隊実射検閲新教実射訓練・重迫中隊実射検閲

　

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
天
内
一
佐
）
は
八

月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間
、
新
教
実
射
訓
練
及

び
重
迫
撃
砲
中
隊
実
射
検
閲
を
岩
手
山
演
習
場
で
実
施
し

た
。

　

十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
、
新
隊
員
教
育
隊
が
、
個

人
携
帯
対
戦
車
弾
（
縮
射
）、
81
ミ
リ
迫
撃
砲
、
１
２
０

ミ
リ
重
迫
撃
砲
の
実
弾
射
撃
を
実
施
し
た
。
初
の
実
弾
射

撃
を
実
施
し
た
新
隊
員
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
て
真
剣
に
射
撃
に
望
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
重
迫
撃
砲
中
隊
は
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
実
射
検
閲
を
受
閲
し
た
。
当
初
、
岩
手
山
演
習
場
内

（
ば
ら
ば
ら
松
地
域
）
で
の
射
撃
を
実
施
し
た
後
、
岩
手

山
演
習
場
内
（
南
の
森
地
区
）
に
陣
地
変
換
し
て
射
撃
を

実
施
し
た
。

　

重
迫
撃
砲
中
隊
の
隊
員
は
、
師
団
重
迫
中
隊
№
１
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
一
発
一
発
に
魂
を
込
め
た
射
撃
を
実
施

し
て
い
た
。
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天幕展張を体験 行進訓練を体験 天内駐屯地司令と懇談

初めてのドーラン記念 ロープ体験の様子 自衛隊名物！カレーを喫食

自衛隊の職場を体験自衛隊の職場を体験
柴田学園高等学校インターンシップ柴田学園高等学校インターンシップ

自衛隊の概要を説明 基本教練を体験

　

弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
天
内
一
佐
）
は
、
七
月
十
四
日
か
ら
十
五

日
の
間
、
柴
田
学
園
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
の
は
二
年
生
十
二
名
。

自
衛
隊
は
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
自
衛
隊
の
職
種
、
陸

上
自
衛
隊
の
基
本
的
な
訓
練
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

体
験
内
容
は
、
基
本
教
練
、
ロ
ー
プ
訓
練
、
天
幕
展
張
、
行
進
訓

練
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
を
実
施
し
た
。
高
校
生
か
ら
は
、「
自

衛
官
を
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
、
職
場
体
験
を
自
衛
隊
に
し
て
と

て
も
よ
か
っ
た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
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敵を警戒中 レンジャーき章授与 家族と再会！最高の瞬間

水路潜入（十和田湖） 想定開始式 隊容検査

任務終了。無事帰還！

令和３年度

師団レンジャー
養成訓練

令和３年度

師団レンジャー
養成訓練

レンジャー特集‼

体力調整 山地訓練 10マイル走
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相互の活躍を願い握手を交わす隊員

転
出
者
二
十
九
名
、そ
れ
ぞ
れ
の
新
任
地
へ

転
出
者
二
十
九
名
、そ
れ
ぞ
れ
の
新
任
地
へ

駐
屯
地
転
出
行
事

駐
屯
地
転
出
行
事

転出者代表挨拶

万歳三唱の中、駐屯地隊員に見送られる転出者

記念撮影

新
隊
員
特
技
課
程
・

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　修
了
式

新
隊
員
特
技
課
程
・

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　修
了
式

新
隊
員
特
技
課
程
・

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　修
了
式

新
隊
員
三
十
五
名
、

　そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
配
置

新
隊
員
三
十
五
名
、

　そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
配
置

新
隊
員
三
十
五
名
、

　そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
配
置

弘前駐屯地曹友会交通安全

呼びかけ運動

弘前駐屯地曹友会交通安全

呼びかけ運動

弘前駐屯地曹友会交通安全

呼びかけ運動

秋の全国交通安全運動に向けて秋の全国交通安全運動に向けて秋の全国交通安全運動に向けて

正門付近での運動の様子

連隊長賞を受賞した新隊員

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
天
内
一
佐
）
は
、
七
月
三
十
日
、
定
期
異
動
に
伴
い
転
出
行

事
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
定
期
異
動
で
、
幹
部
八
名
、
准
曹
士
二
十
一
名
の
二
十
九
名
が
北
は
北
海
道

（
帯
広
）、
南
は
沖
縄
（
那
覇
）
へ
異
動
と
な
り
送
別
の
辞
に
お
い
て
天
内
司
令
は
「
新

し
い
部
隊
で
、
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
部
隊
の
精
強
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
祈
念
す

る
」
と
激
励
し
た
。

　
転
出
行
事
終
了
後
は
各
部
（
中
）
隊
ご
と
に
紹
介
行
事
を
行
っ
た
後
、
駐
屯
地
全
隊

員
が
隊
舎
前
の
メ
イ
ン
道
路
に
整
列
し
、
転
出
者
は
見
送
り
を
受
け
、
万
歳
三
唱
と
大

勢
の
拍
手
の
中
、
新
任
地
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
天
内
一
佐
）
は
九

月
十
七
日
、
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
自
衛
官
候
補
生
三

十
五
名
の
修
了
式
を
行
っ
た
。

　
天
内
連
隊
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
各
中
隊
の
配
置
と
な

り
、
各
中
隊
長
の
指
揮
の
下
行
動
す
る
事
と
な
る
。
全
幅

の
信
頼
を
持
っ
て
隊
務
に
励
む
事
を
要
望
す
る
。」
と
式

辞
を
述
べ
た
。

　
新
隊
員
教
育
は
修
了
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
新
配
置
隊
員

は
約
三
週
間
の
間
、
射
撃
、
弘
前
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
、
警
衛
勤
務

な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
、
中
隊
の
即
戦
力
と
な
る
べ
く
引

き
続
き
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
。

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
会
長
・
長
浜
准
尉
）
は
、
九
月
十

三
日
、
全
国
で
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
行
わ

れ
る
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
向
け
て
、
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会

交
通
安
全
呼
び
か
け
運
動
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
交
通
安
全
運
動
の
周
知
及
び
安
全
運
行
徹

底
の
た
め
の
注
意
喚
起
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
各
中
隊
の
曹
友
会
役
員
が
駐
屯
地
正
門
や
、
南

門
に
配
置
し
、
出
勤
し
て
来
た
隊
員
に
対
し
、
今
一
度
交
通

安
全
の
大
切
さ
や
安
全
運
行
の
徹
底
を
認
識
さ
せ
て
い
た
。
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希望の光①

希
望
の
光
、
弘
前
の
空
へ

　
　
み
ん
な
の
花
火
Ｉ
Ｎ
弘
前

希
望
の
光
、
弘
前
の
空
へ

　
　
み
ん
な
の
花
火
Ｉ
Ｎ
弘
前

『
希
望
の
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

『
希
望
の
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

弘前駐屯地正門からの花火①

転
入
部
隊
長
紹
介

転
入
部
隊
長
紹
介

定年退官者の紹介
（七月～九月）

定年退官者の紹介
（七月～九月）

永年の勤務、お疲れ様でした。永年の勤務、お疲れ様でした。

希望の光②

弘
前
駐
屯
地
正
門
か
ら
の
花
火
②

　
弘
前
駐
屯
地
は
、
九
月
四
日
、
ひ
ろ
さ
き
市
民
花
火
の
集
い
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
み
ん
な
の
花
火
Ｉ
Ｎ
弘
前
『
希
望
の
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
協
力
し
た
。

　
弘
前
市
岩
木
川
河
川
敷
運
動
公
園
で
毎
年
大
賑
わ
い
を
魅
せ
る
花
火

大
会
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

中
止
と
な
っ
て
い
た
。

　
弘
前
駐
屯
地
は
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
『
希
望
の
光

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
協
力
。
弘
前
駐
屯
地
か
ら
打
ち
上
が
る
花
火
は
、

弘
前
市
民
や
駐
屯
地
隊
員
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
『
希
望
の
光
』
と

な
っ
た
。

■
本
部
管
理
中
隊

　
陸

曹

長
　
飯
田

　
大
祐

■
第
一
中
隊

　
准

陸

尉
　
福
士

　
則
和

■
第
四
中
隊

　
准

陸

尉
　
木
村

　
和
彦

■
重
迫
撃
砲
中
隊

　
准

陸

尉
　
小
田
桐
義
幸

■
業
務
隊

　
准

陸

尉
　
古
山

　
智
樹

　
准

陸

尉
　
戸
沢

　
庄
治

一等陸尉

矢　野　琢　也

第
九
後
方
支
援
連
隊

　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
　
　
第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
長
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